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2 P-51　　　　色の目立ち一進出色と後退色（第2 報）

○望月亜郁子＊　吉岡　徹＊　市原　茂＊＊

（*大妻女大　＊＊東京都立大）

目的　 前回の実験で、進出色と後退色の見えにはコントラストが要因していることが

明らかになった。しかしながら、視覚特性は照明環境に応じて変化しているため、事故対

策としての安全服に応用しようとする際には、夕暮れ時に生じるプルキンエ移行によって、

進出・後退の見えにどのような影響があるのかを調ぺる必要性がある。そこで、前回明所

視状態で行なった実験と同様の実験を薄明視状態で行ない、前回の実験と比較検討する。

方法　前回使用したサンプル（マンセル値で表示された色紙を用い、B5 判の背景刺激

の上に視角５°の検査刺激を２枚6 °の間隔をあけて並置するように構成し、明度コント

ラスト及び彩度コントラストの大きさが種々異なるように作製したサンプル）を用いて、

被験者に観察させ、進出して見える検査刺激を答えてもらった。実験装置には照明光源を

使用し、薄明視の状態として51x の照度レベルに設定し、実験を行なった。

結果　51x 照明下においても、明度コントラスト、彩度コントラスト共にコントラスト

が高いほど刺激は進出し、コントラストが低いほど刺激は後退して見えることが分かった。

コントラストが２つの検査刺激とも同程度の場合は、無彩色においては明度の高い方が、

有彩色においては彩度の高い方の検査刺激が進出して見えた。これは、膨張・収縮、誘目

性などの他の要因が働いているためだと考えられる。今回の実験では、進出・後退の見え

にコントラストの要因が働いている時、照度レベルの変化によって違いは見られなかった。

2 P-52 手 芸 の 合 同 作 品 制 作 に つ い て

遠 山千代子( 上野学園 大短 大)

【目的】水 糞家政 卿ま家政 芋専門実習だけでなく 、伝統的4こ美 術実 習 皿 、版画、覇道 、染 色、陶 芸、染織 工芸、手芸)

が多 彩であるこ とを大きな特 色としてい る。 手芸をより魅力的な科 目とす るた めに 取り入 れた合 同作痛 制俐 こついて紹介

し成 果を発表す る。

【方法】手芸(2 年 次選択科 目) で シ̂ リ チワークや刺繍の 基礎と応 用を匹) 、生活を豊力4こす る品々 を心をこめて

手作りす る。基本的には個人作 品が中心で あるが、合同 作品も制作 かることによって、(E制作意欲･技術 の向上を図り、

(烈随 乍者全員が協力して、 大きな作品を完 成させ る達城 感を持た せるようにした。 さらに③デザイン、素材、手 法をさま

ざまに工夫し、オ リジナ ル作 品を創作 するこ とを重要視した。 なお 作品は毎年度 １枚ず つ制作してお り、計10 枚以 上を

数 え る。

【結 果】①大部分の学生に とっ ては 初めて の経験 であり、新鮮感吟完 成 への期待は制作 意欲 一技術の 向上につながった。

②制作 き全員が各 自の担当部分に 名前 を刺 繍したことで、責任 を自覚し、参 加意識 の高揚や達成感が得られた。( ヨコのつ

なが り) ③ 頗HI大テヽ-ﾏ のもと4こ/Jヽテーマ を設定し、流れ を引き継い でいっ たこ とも大きな効果を生んできた。 学生は 卒

業 後も佃 交訪問の 嘸 こは｢ 自分た ちの学 年の作品｣ とし て懐かしく語 りあ う姿を見 せてくれ る。( タテのつなが り)

以上の 作品は毎年度 末、卒業 作品として展示された後、家政科 棟ロビ ーに常設 展示されたり、地方 自治 体の行 事に貸出 展

示された りしてい る。
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